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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

17.9
要求 1,305,100 1,305,100 133,997

区分
予算額

決算額

R6年度
予算案 1,304,989 1,304,989 133,997

17.9

R5年度 69,919 1,395,464 0 1,465,383 131,652 17.9

R4年度 269,556 1,303,269 △ 111,416 1,461,409 83,948 1,077,019

事業番号 09 07 01 事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

2020年農林業センサスの結果では、2015年農林業センサスに比べ、基幹的農業従事者が約４分の３になるなど、急速に農業従事

者や経営体が減少しているため、以下の対策を講じる必要がある。

・意欲ある若い世代の新規就農者や本県の農業生産を支える担い手の育成。

・地域農業を担う中核的経営体や農業・農村をけん引するリーダーの育成。

・農業・農村を支える多様な人材の呼び込み。

新規就農者を確保・育成するとともに、参入者・女性農業者など多様な担い手の経営発展の支援を行い、地域農業を担う中核的経営

体として育成し、本県農業の生産を支えるとともに、農村コミュニティを維持する。また、農業を志向する者等に対して、農業を学ぶ場の提

供等を行い、農業・農村に多様な人材を呼び込み活性化を図る。

①新規就農者の確保

pref.nagano.lg.jpnoson

・【拡】農ある暮らしアドバイザーや地域サポーターによる農ある暮らし相談の実施及び実践支援

・【拡】外国人材や他産業従事者、農福連携等、多様な雇用人材の確保に向けた新たな体制・仕組みの構築

・農業女子による販促活動等企画・実践への支援

・就農希望者の定着に向け、市町村・ＪＡ等関係機関が一体となった就農促進活動を実施（10広域）

・就農に向けた新規就農里親研修の実施

・【新】新規就農者を確保するため、農業の魅力発信力を強化

・【新・拡】親元就農に対する経営継承の支援及び経営発展への支援を強化

②中核的経営体の育成及び経営発展支援

・地域営農やコミュニティ活動をけん引するリーダーの育成研修の実施（農業経営士、農業士、農村生活マイスター）

・経営発展を図るための信州農業エグゼクティブMBA研修の実施

・地域農業の担い手や意欲ある経営体における農業機械等の導入支援

・【拡】女性農業者の能力発揮等による農業の発展のため、地域の女性農業者グループ活動を支援

E-mail

実績 実績 推移

R6年度

目標値

成長産業の創出・振興

地域の建設業等における担い手の確保の推進

No.

2-1①

2-3①

施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 農業を支える新たな担い手を育てる事業
部局 農政部 課・室 農村振興課

実施期間 S42 ～

達成

状況
目標値設定理由

R5年度

見込値 推移

③多様な担い手確保・育成

単位
R3年度 R4年度

No. 指標名

204

年 数値

2022

(R4)
10,061

2022

(R4)
189

直近３か年の状況

年 数値

2021

(R3)
10,044

2021

(R3)
212

目標

年 数値

2027

(R9)
10,700

2027

(R9)
215

達成目標

（★印が付いているものは主要目標）

農業における中核的経営体数

新規就農者数(49歳以下)
2020

(R2)

予算要求からの

主な変更点
農業リーダー育成事業について、必要額を精査

年 数値

2020

(R2)
9,948

単位

経営体

人/年

新規就農者のうち新規参入者の必要数を確保するための相談

会参加者数を目標とした。（直近２年の相談者に対する追跡

調査結果等から算定）

農村の女性リーダーの育成を進めるため、第4期長野県食と農業

農村推進計画の達成指標に基づいて設定。毎年15人の認定

者を目標とする。

農ある暮らしに関する体験研修・セミナーの回数と受講定員から

設定。R6年度は地域サポーターによる支援が拡大するため、前

年目標（100人）の1.5倍に設定。

①

②

③

275

15

150

―

↗

―

340

13

287

254

6

205

集計中

（３月頃

判明）

19予定

集計中

（３月頃

判明）

↗

↗

↗

人

人

人

新規就農相談会の参加者数

長野県農村生活マイスターの認

定者数

農ある暮らし体験研修・セミナー

の受講者数



1

25,314

5

R6年度

当初予算

R5年度

当初予算

R4年度

当初予算

予算案

事　業　名 農業を支える新たな担い手を育てる事業

事業番号 09 07 01 細事業一覧（令和６年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

4

1

細事業

No.
細事業名

就農サポート事業

No.

1

要求

千円

884,102 876,660

千円 千円

878,283

878,283

部局 農政部 課・室 農村振興課

令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

県内外の就農希望者を呼び込むため、相談活動やウエブサイトの運営を支援

（補助・委託先：（公社）長野県農業担い手育成基金）

新規就農相談会（年43回開催）

若年層に農業を職業として選択できる環境を整えるため、農業理解を促す農業の

魅力発見セミナーや農業法人見学会などを実施

魅力発見セミナー参加生徒数　250名

【新】農業の魅力アップを図るため、活躍する若手農業者等の取材及びHP「デジタル

農活信州」の機能を強化（取材した農業者の映像や事例紹介、支援策等のコンテ

ンツ追加）

HPでの魅力的な農業者４名の事例発信、新たなコンテンツの追加

委託

補助金

直接

細事業を構成する主な取組

新規就農サポート事業

農業の未来の担い手支援事業

農業の魅力発信強化事業

実施方法

直接

委託

2 就農促進プロジェクト・研修指導事業

直接 就農希望者の円滑な就農・定着化を進めるため、市町村・ＪＡ・農業法人等が一

体となった就農促進活動や、体験研修受け入れを支援

（補助先：県農業経営者協会、県農業法人協会）補助金

10広域で就農促進活動を実施

3

新規就農里親研修　Ｒ6年度新規研修生数38名

要求 25,314

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

2 農業大学校研修事業
26,818 26,271

予算案

2 農業技術力向上支援
農業機械の安全使用から高度な利用までの各種研修会の実施

直接

研修会　年25回開催

新規就農支援

新規参入者が就農するまでの間において、就農への意思決定や就農に必要な基礎

知識・生産技術の習得を支援直接

新規就農者育成総合対策

・就農に向けた研修資金、親元就農を含む経営開始時の投資を基本とする経営開

始資金を交付

・農業教育機関（研修機関）における農業教育の高度化、充実のための取組を

支援（補助先：市町村、県農業大学校等）
補助金

就農準備資金104名対象、経営開始資金478名対象、合計交付額832,500千円



1 農業リーダー認定・研修

・地域の営農やコミュニティ活動をけん引するリーダーを育成するため、農業リーダーの

認定・研修等の支援を実施

・【拡】女性農業者の資質向上や活動の活性化を図るため、地域の女性農業者グ

ループの事業活動や研修会の開催等を支援
直接

農業経営士・農業士・農村生活マイスター認定者　各15名

2
信州農業エグゼクティブＭＢＡ研修事

業

売上額10億円を目指し、経営発展を図るためのスキルを身につけ、エグゼクティブな

経営者へ成長することを目的とした研修を実施委託

受講者10名

3 農作業セーフティアップ事業

農作業事故の削減を図るため、事故割合の高い高齢者の安全指導強化や、リスク

回避対策の指導を実施直接

農作業安全運動の実施（春・秋）・農作業安全研修会（１回）・啓発ポスター作成、配布（2,000部）

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

3 農業リーダー育成事業
13,170 10,658

予算案 13,191

要求 13,302

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

No.

4
464,688

予算案 372,743

要求 372,743

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

3 新規就農補助型

新規就農者の他、親元就農し５年以内に経営を継承した経営体を対象に、機械

や施設、果樹や茶の改植等を補助補助金

施設・機械導入等の支援51件　補助額309,981千円

2 条件不利地域補助型

経営規模が小規模・零細な地域において、意欲ある経営体を育成するため、共同

利用機械等の導入について補助金を交付補助金

施設・機械導入等の支援３件　補助額8,166千円

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 融資主体補助型

地域農業の担い手となる経営体が融資を受け、農業用機械等を導入する際、融資

残について補助金を交付補助金

施設・機械導入等の支援26件　補助額54,486千円

経営体育成支援事業
362,894

企画・実践への支援　8グループ

千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
農業女子のスキルアップ支援と情報発

信

直接 農業女子の経営発展と農業の魅力発信を図るため、販促活動等企画・実践への

支援、スキルアップセミナーの開催、女性のための就農オンラインセミナー・相談会を実

施補助金

5 NAGANO農業女子ステップアップ支援事業
2,216 3,153

予算案 1,265

要求 1,265

千円 千円



8,193

要求 8,193

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

6 農ある暮らし応援事業
8,022 8,034

予算案

農ある暮らし体験研修・セミナーを20回開催

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 農ある暮らし応援事業

・農業未経験者の就農・定着を図るため、発信力を強化するとともに、農ある暮らし

の相談・体験・学びの機会を提供

・【拡】県内各地の農ある暮らし実践活動を支援するため、農ある暮らし地域サポー

ターによるセミナーを実施
直接

6,000

要求 6,000

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

7 農業労働力の安定確保推進事業
6,047 6,000

予算案

働き方改革推進研修会１回開催

2 信州農業への就業支援

直接 【拡】雇用人材の安定的確保の仕組みの構築を図るため、ハローワークと連携した就

業相談会の開催や、農業への学卒者採用体制の構築、１日農業バイトアプリによ

る農業者と働き手のマッチングを支援補助金

バイトアプリマッチング件数　1.5万件

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 外国人労働者の受入れ態勢の構築

安定した外国人労働者の受入れ態勢構築のため、産地間連携の推進や、働き方

改革を推進するための労働環境改善意識啓発資料の作成及び研修会を開催直接

3 農福連携の推進

【拡】障がい者等の雇用、施設外就労を通じた農福連携の取り組みを推進し、障が

い者雇用の促進を図るため、相談窓口の設置や県下統一チラシの作成配布等によ

る認知促進、研修会、就農体験会、マッチングの促進を実施直接

おためしノウフク、研修会等を10回開催


